
（概要版 ）

小規模の中学校における新しい人間関係を
築く力を育成するための研究

―異世代交流学習に視点を当てて―

長期研修員 佐藤 和昭

新学習指導要領

群馬県学校教育の指針

群馬県教育振興基本計画

●人間関係の固定化
●核家族化・少子化

●人間関係の希薄化

学校ではどんな

交流活動を多く

実施しているの

かな？

多くの小規模

校も同じ課題

をもっている

のかな？

は「自分にもで

きる・役に立ってい

る」といった実感を

もつことができます

生徒 は交流学習を

通して，生徒の変容

した姿を把握するこ

とができます

教職員

家 庭 ・ 地 域 と の 連 携

交 流 の 必 要 性

社会を学ぶ体験活動

異校種との連携

新たな社会や集団に適応

する能力が不足

多様な考え方に触れる機

会が少ない

自分の新たな面を発見し

にくい

その他にも様々な課題が

考えられます



☆全国の公立中学校 １１９校（群馬県１５校）
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多様な考え方に触れる機会が少ない

１１９５９５計 〔１道１府２２県〕

２１９８九 州 〔４県〕

２０７８中国・四国 〔４県〕

１１７９近 畿 〔１府４県〕

８２８中 部 〔２県〕

１０２８北 陸 〔１県〕

２０３５関 東 〔３県〕

２９２４９北海道・東北〔１道４県〕
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１１９５９５計 〔１道１府２２県〕

２１９８九 州 〔４県〕

２０７８中国・四国 〔４県〕

１１７９近 畿 〔１府４県〕

８２８中 部 〔２県〕

１０２８北 陸 〔１県〕

２０３５関 東 〔３県〕

２９２４９北海道・東北〔１道４県〕

抽 出
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小規模
校 数
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思う やや思う あまり思わない 思わない

★小規模校の課題解決のために，小規模校のよさを

生かして交流活動を積極的に取り入れている学校

が多い

★新たな社会や集団に適応する能力の育成のために

交流活動は効果的な学習である

★生徒の発達段階に即し，系統性をもった計画を立

てること

★教職員は交流活動を通して，生徒の変容した姿を

把握すること

★自己の振り返り，今後の生活に生かされるような

事前学習，交流活動，事後学習を実施すること

★教職員の中でも交流活動への期待感や必要性に差

が見られる
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高齢者（社会福祉施設等）

地域の人たち

他の中学校

特別支援学校

高等学校

小学校

幼稚園や保育園

異学年間（他学年）

（％）必要である 実施している

交流活動を通して生徒に期待する変容

自分の新たな面を発見しにくい
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他学年との縦の交流が生まれやすい
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思う やや思う あまり思わない 思わない
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思う やや思う あまり思わない 思わない

新たな社会や集団へ適応する能力を育成するための

交流活動の必要性

具体的な交流活動の必要性と実施について

設備・施設の利用時間等の調整が行いやすい



交流学習発表会を通して

異学年交流を図ります

●発表する生徒→個々の活躍の場を増やすことができます

●発表を聞く生徒→今後実施する交流学習を理解できます

高齢者とのコミュニケーションから，互いの違

いを理解し，受け入れ，積極的に働きかけると

いう必要性について学ぶことができます

自分よりも年下である幼稚園児との交流は，誰

もが頼りにされる存在でありたいと積極的にか

かわり合うことができます

中学校では常に下級生の立場にある１年生が，

人の役に立つ体験をすることにより，よき上級

生になる自覚をもつことができます

「高齢者交流学習指導計画」の他に，「幼稚園」「小学校」

「特別支援学校」の交流学習指導計画もあります



全国の小規模校 （中学校 ）の調査結果を基にして，異世代交流学習プログラムを作成

し ま し た 。 こ の プ ロ グ ラ ム を 参 考 に し て ， 今 ま で の 交 流 学 習 を 見 直 し 実 践 す る こ と に よ

り ， 交 流 学 習の 充 実 を図 る こ とが でき ，新 しい 人 間 関 係 を築 く力 の 育成 に つ なが ると考

えます。

今 後 は 実 践 を 通 し て ， 本 研 究 で は 提 示 で きな か っ た 交 流 を学 習 プ ロ グ ラム に 位 置 付

け る など の 改 良 を行 い ， さ ら に 充 実 し た 交 流 学 習 が 展 開 で きる よ う な提 案 を して い きた

いと考える。

問い合せ先 群馬県総合教育センター

担当係 ：高校教育研究係 ０２ ７ ０－２６－９ ２ １ ４ （直通 ）

生徒個々の変容

1

4

10

7

13

10

10

11

9

6

13

13

17

15

15

17

12

16

15

14

12

16

12

11

9

8

2

3

1

1

2

2

6

5

2

3

1

0 10 20

自分の身の回りの地域が気になるようになった

訪問したような施設について，もっと知りたいと思った

ボランティア活動に様々な活動があることが分かった

体験した内容や作業など，具体的な活動に興味をもった

仲間と協力して活動ができた

自分にできることはやろうという気持ちになった

高齢者の役に立つなど，できることがあると思った

高齢者とのふれ合い（交流）がたくさんできた

高齢者の立場や気持ちを考えて行動できた

積極的に活動できた

充実感・満足感があった

体験（交流）学習は楽しかった

（人）
とても思う だいたい思う あまり思わない 思わない

生徒の変容する姿を詳細に見取るために「Ｃ＆Ｓ質問紙による実態把握（ステップ１）」

→「アンケート・感想（ステップ２）」の２段階での見取り方を考えました

「Ｃ＆Ｓ質問紙」は，平成１９年度に田所，村上長期研修員が開発された質問

紙であり，自己肯定感の変容を客観的・視覚的に把握することができます

自己肯定感の高まり
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ここでは自己肯定感

が低くなった生徒を

抽出しています


